
建物断面構成図

グローバルエンジニアリングセンター
立地を活かし寄り添う、省エネとBCPを両立した、世界に羽ばたく次世代拠点

建築物概要

▪所在地：堺市西区築港新町2丁

▪建築主：エア・ウォーター株式会社

▪設計者：�株式会社日立建設設計 

西日本支社一級建築士事務所

▪用　途：事務所

▪敷地面積：26,390㎡

▪建築面積：980㎡

▪延べ面積：5,823㎡

▪構　　造：鉄骨造

▪階　　数：地上6階

▪CASBEE評価：Aランク/BEE値2.0

▪重点評価：�CO2削減4.0/みどり・ヒートアイランド対策3.5/ 

建物の断熱性能5.0/エネルギー削減4.5/ 

自然エネルギー直接利用4.0

【立地、周辺環境】

堺市の臨海工業地区に位置する。

眼前には海が広がり、工場が多数林立する工業地帯の事業所内に立地する、産業・医療ガスエンジニアリング事業のグローバル拠点である。

【総合的なコンセプト】

本建築は、「企業としての責任ある環境配慮」「企業としての責任ある環境配慮」と「持続可能なウェルネスの実現」「持続可能なウェルネスの実現」を両立両立することを目指した、製品製造事業所内の事務所

棟である。建築そのものが企業理念を体現するシンボルとなるべく、シンプルでありながら本質的な価値を重視シンプルでありながら本質的な価値を重視した計画を行った。

必要以上にコストやエネルギーを要する機器・構造はあえて採用せず、配置計画の工夫や自然環境活用、環境性能とコストのバランス環境性能とコストのバランスに優

れた設備機器の選定、リサイクル建材の活用など、環境負荷を最小限に抑える工夫を積み重ねた。

また、沿岸部に位置する立地特性を踏まえ、津波などの自然災害にも備えたBCPBCP（事業継続計画）への配慮を随所に反映。非常時にも業務の

中核機能を維持できるシンプルかつ堅実な構造シンプルかつ堅実な構造を採用している。これにより、「平時の快適性」「平時の快適性」と「有事の機能性」「有事の機能性」を両立させた。
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事務所部門賞 

本建築は、「企業としての責任ある環境配慮」と「持続可能なウェルネスの実現」を両立することを目指した、製品製造事業所内の事

務所棟である。建築そのものが企業理念を体現するシンボルとなるべく、シンプルでありながら本質的な価値を重視した計画を行った。 

必要以上にコストやエネルギーを要する機器・構造はあえて採用せず、配置計画の工夫や自然環境活用、環境性能とコストのバランス

に優れた設備機器の選定、リサイクル建材の活用など、環境負荷を最小限に抑える工夫を積み重ねた。 

また、沿岸部に位置する立地特性を踏まえ、津波などの自然災害にも備えた BCP（事業継続計画）への配慮を随所に反映。非常時にも
業務の中核機能を維持できるシンプルかつ堅実な構造を採用している。これにより、「平時の快適性」と「有事の機能性」を両立させた。 

所 在 地 堺市西区築港新町 2 丁 

建 築 主 エア・ウォーター株式会社 

設 計 者 
株式会社 日立建設設計 
西日本支社一級建築士事務所 

用 途 事務所 

敷 地 面 積 26,390 ㎡ 

建 築 面 積 980 ㎡ 

延 べ 面 積 5,823 ㎡ 

構   造 鉄骨造 

階   数 地上 6 階  

CASBEE 評価 A ランク/BEE 値 2.0 

重 点 評 価 
CO2 削減 4.0/みどり・ﾋｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ 3.5/建物の断熱性能 5.0/

エネルギー削減 4.5/自然エネルギー直接利用 4.0 

堺市の臨海工業地区に位置する。 

眼前には海が広がり、工場が多数林立する工業地帯の事業所内に立地する、産業・医療ガスエンジニアリング事業のグローバル拠点で

ある。 
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環境配慮事項とねらい
 

 
 

 

環境配慮事項とねらい 

開放的な北東立面 抑制的な西立面

執務室南を望む リフレッシュスペース執務室北東を望む 食堂

屋上設備置き場
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